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　突然の「コロナ禍」という未曾有の 　今年度の予算配分を検討する中で、

緊急事態に見舞われ 、町内会活動の 札幌市内どこの地域にも負けない生

中心としてきた「地域の親密な協同活 活環境を整えていきたいという渡邊

動を通して 明るく安全安心な地域社 会長の基本的考え方により、 まづ第

会を築く」 という従来の基本活動も 一に、出来る限りゴミステーションを

そのあり方や やり方について見直し 快適なものに作り変えていく事。

を迫られてしまいました。 　第二には 、子供たちのパワーを活

　毎年恒例の大きな事業イベントとな かしていく 「宮の沢ユック子供会」

っていた「ふれあい夏まつり」・ 「盆お を作り、子供たちと若い人たちの力の

どり」といった行事はその実施を断念 育成を図っていく事。

せざるを得ない状況となり、その他の 　三密を避ける、ソシアルディスタンス

地域の親睦を図る目的の行事や、 各 を守る…など一定の距離感はあっても

種会合等も 見直ししていかなければ 地域としての絆はより一層深まってい

なりません。 くような活動に取組んでまいります。

　地域活動を自粛・収縮させる中であ 　生活習慣を少しづつ見直していく中

っても、健康的で明るい地域社会を守 でお互い手を取り合って、協力しながら

るための基本的な活動は何一つない 進んでいきましょう。

がしろにすることはできません。

  　　　　　　　　　　4月中旬、全国的　にマスクが欠品状態になり、宏友会

　　　　　　　　　 　西野ケアセンターの加藤様より三施設で働く職員の使用

　　　　　　　   　　するマスクを２５０枚、 手　

　　　　　       　　作りしていただきたいと　　　

                     のお話を頂き、 宮の沢町

                     内会からも数名の有志が

参加しました。当時はマスクの紐も欠品中で、 パン

ティストッキングを輪切りにして間に合わせたとの　　 
ことでした。

令和２年度組織体制について

250枚

※写真はイメージです。
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　宮の沢町内会のゴミステーションは４６か所あります。

日常生活に直結するゴミステーションは、老朽化、カラス被害、地域

外から通りすがりに捨てられるゴミ、指定日以外の持出など様々な

問題が発生します。 今年度は、渡邊会長の方針でできる限りゴミス

テーションを快適な状態にするため、 春から現在まで役員、協力員

の知恵と経験を生かして改修工事等を行ってきました。

以下は4月以降着手した箇所

　◆4/　4　3条4丁目　No3区-1(移設) 

　◆4/　4  2条4丁目　No1区-5 (Box入替)　　

　◆5/30　3条5丁目(青雲公園) 　No2区-3　(改修・・・写真)

　◆6/　6　3条4丁目(マンション桂前)　No3区-2 (改修・・・写真)

　◆6/20　3条4丁目(宮の沢高台橋4丁目側・新設) 

　◆6/20  3条3丁目(きつつき公園前） No5区-2 (Box入替)

　町内会有志と役員３５名により、６月

２７日清掃活動が行われました。朝８時
　宮の沢490番地　手稲リハビリテ から草刈り機による作業をはじめ、 手
ーションセンターより上の市街 作業による草取りと清掃作業を行いま
化調整区域で不法投棄が した。 初夏と初秋の年２回の実施を予
繰り返されています。 定しておりますので皆さんのご協力を
昨年に引き続き２０本 お願いいたします。
の不法投棄抑止のぼ

り立て作業をしました。

　また、4条4丁目ではカ

ラスに餌を与える住民がお

り、周辺住民から対策を求める声が

多く寄せられ、役員５名で直接本人

と餌やり防止についての話し合い

を行いました。

　４月２０日から水道管の新設工事を

行なっている三兼建設工業現

場担当者様からマスク５箱の

寄付を頂きました。大変あり

がとうございました。有意義
に使わせていただきます。

▲３区-２（桂㍇斜め前）


